















































































































⑸ a. 切断：物を切る（ex. 彼は肉を噛み切った。）




　 c. 完遂：行為が最後まで行われた（ex. 彼は嫌いな肉を食べ切った。）
　 d. 極限：状態や行為が極限まで達し、それ以上は進まない（ex. 私は仕事
をたくさんして、疲れ切った。）











⑺ a. 継続動詞 + 切る：* 笑い切る、* 泣き切る、* 猫を撫で切る、* ボールを
蹴り切る、* 壁を押し切る、* 相手を殴り切る
























⑼ s : 行為開始時点　f : 行為完了時点兼状態開始時点　r : 状態終了時点
　 a. 着る : s < f < r < ∞
（s < f : activity　f < r : 行為完了時点で状態変化　r < ∞ : 行為前状態
への復帰）
　 b. 腐る : s = f < r = ∞
（s = f : achievement　f = r : 行為開始時点で状態変化　r = ∞ : 行為前
状態への復帰なし）
　 c. 歩く : s < f = r < ∞
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（f = r : 状態変化なし，行為完了時点がそのまま状態終了時点）
　s , f , r は、それぞれ、「行為開始時点」「行為完了時点兼状態開始時点」「状
態終了時点」を表す。s , f 間の「＜」は、開始から完了まで時間幅が存在する
ことを表し、「s = f」は、行為開始時点と状態開始時点が同時であることを表











⑽ a. 死ぬ : s = f < r = ∞
　 b. 着く : s = f < r < ∞
　 c. 腐る : s = (f < r)n = ∞
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⑾ a. 歩く : s < f = r < ∞





の「LCS 融 合 」 の メ カ ニ ズ ム に 基 づ い て 説 明 す る。「LCS 融 合（LCS 






　 CAUSE（[ACT ON (x, y)], [BECOME (y, …)]）+ 
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　 CAUSE（[ACT ON (x, 　 y)], [BECOME (y, …)]）
　 → CAUSE（[ACT ON (x, y)], [BECOME (y, …)]）
　 例： 折り曲がる、覆い隠す、破り捨てる、ちぎり取る
⒀ 異なるタイプの LCS融合の例
　 ACT (ON) (x, y) + CAUSE（[ACT ON (x, y)], [BECOME (y, …)]）






CAUSE ([ACT ON (x, y)], [BECOME (y, BURNT)]) +
CAUSE ([ACT ON (x, y)], [BECOME (y, CUT 7)])
→ CAUSE ([ACT ON (x, y)], [BECOME (y, BURNT ^ CUT)])
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ex. 叩き切る8 :
ACT (ON) (x, y) + CAUSE ([ACT ON (x, y)], [BECOME (y, CUT)])
















⒃ a. 状態動詞（述語）： * 神戸に住み切る、* 山がそびえ切る





　 c. ゴールのない活動動詞（述語）： （太鼓を）*叩き切る、*おしゃべりし切る、
* 笑い切る、* 泣き切る、* 叫び切る、* 猫を撫で切る、* 相手を殴り切る、
* 壁を押し切る、* 父の肩を叩き切る、* 馬が丸太を引き切る、?* 恋人を
愛し切る
　 d. ゴールのある活動動詞（述語）： 野菜を炒め切る、その本を読み切る，カー
テンを引き切る、ドアを ?（最後まで）押し切る、? 芋を煮切る、ジョッ
キのビールを飲み切る、テーブルの料理を食べ切る、10km を走り切る




















いる訳であるが、これについては、「V- ていく」を分析した日高・新井 (2012) の説明を
本論のメカニズムに組み込むことができると思われるが、詳細な分析は今後の課題とし
たい。


















　　　　FORMAL: kir (1 ) = p,
　　　　　　　　　where p = r1 < r 2n <r 3 ∞→n , p ∉1
　　　　CONST: φ
　まず、項構造についてであるが、ここで扱う「V- 切る」は統語的複合動詞
なので、「切る」は VP を補部として選択すると仮定しておく13。その VP の



























15　例えば、単に「ビールを飲む」は活動なので s1 < f 1＝ r1 であるが、目的語が漸進的対
象である「ジョッキ一杯のビール」等の場合、ジョッキのビールが消えるという変化が










部 VP の表すイベントの中の一時点 p を取り出す関数であることが定義されて
いる。p とは、⒇の V1 の表すイベントの r1, r 2n もしくは r 3 ∞→ n の時点であ
る。このうち、r1 および r 2n は次のような時点である。
⒇ a. r1 : ある程度の時間の活動を経た結果としての結果状態時
























































　　　　FORMAL: s 3 = (f 3 < r 3 )∞







　　　　FORMAL: kir (1 ) = p,









　　　　FORMAL: kir (1 ) = p,
　　　　　　　　　where p = r 3 ∞→n , p ∉1 [s 3 = (f 3 < r 3 )∞ ]
　　　　CONST: BECOME (y, TIRED)
　㉒では、「切る」が項である「疲れる」と単一化している。つまり、すでに
項は満たされているので、項構造の値は空白になっている。「疲れる」の時間
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